第３学年算数科学習指導案

１．単元名「余りのあるわり算」

２．単元目標
・割り切れない場合の除法が用いられる場合と意味、計算の仕方について理解することができる。

３．単元で育成を目指す資質・能力
・割り切れない場合の除法において、用いられる場合、除法と乗法や減法との関係について理解し、除数と商が１位数である割り切れない除法の計算が確実にでき、割り切れない除法が用いられる場面を式にしたり、式を読み取ったりできる。
・割り切れない除法の場合でも乗法九九を用いて計算できることに気付き、計算の仕方を考えることができる。
・割り切れない除法を活用して問題を能率的に解決できるよさに気付き、生活や学習の場面に生かそうとする。

４．本研究における学習形態
本研究では、習熟度別少人数指導と一斉指導の長所を生かして単元を構想する。習熟度別少人数指導は、考えの見通しをもち、表現したり筋道を立てて説明したりしていくための素地になるよう、基礎的・基本的な概念及び意味や性質を理解できることをねらいとする。一斉指導は、習熟度別少人数指導で培ったことを生かせるよう、自力解決や学び合いの場面を展開する。さらに、多様な考えに触れることで、自分の考えの幅を広げられることもねらいとする。

５．単元計画　　別紙参照

６．本研究における数学的な見方・考え方
	
	数学的な見方・考え方
	発問の例

	①
	きまりを見つける。
	「どのようなきまりが見えるかな」

	②
	前と同じように考える。
	「前に学習したどのような方法が使えるかな」

	③
	わかっていることを使って説明する。
　
	「前に学習したことの何を使って説明したのかな」
「前は～だったので、これも・・・」	

	④
	似ていることや違うことを整理する。

	「前に習ったこととどこが違うのかな」
「どの方法を使うと簡単にできるかな」
「まとめると・・。」
「共通して言えることは？」

	⑤
	他の場面でも使えるか考える。
　　
	「他の数(図形、場面)だと、どうかな」
「いつでも使えるようにするには」
「～だったら、この場合は・・・」

	⑥
	図や記号を使って筋道を立てて表現する。
	「この問題を絵や図にすると・・」



第１時　習熟度別少人数指導・しっかりコース
◎本時の目標
	・余りのある除法についても乗法九九を使って答えを求められることに気付き、計算の仕方を考えることができる。



◎主な評価
　技　問題に対して考えたことを絵や図、式などを使って表現することできる。(★１)
考　割り切れない場合の除法の計算の仕方について、既習事項を基に考えることができる。（★２）
主　割り切れない場合の除法の意味や計算の仕方について、既習の学習を生かして考えようとしている。（★３）
◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。また、しっかりコースとどんどんコースの学習活動の違いを　　　で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK17]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．除法を振り返り、本時の課題を知り、めあてを決定する
・12÷３＝４
・15÷３＝５ゼリーが１４こあります。１人に３こずつ分けます。何人に分けられるでしょう。




・14÷３＝？
	・除数が同じで、被除数が変わる問題を出題し、割り切れる除法を振り返る。
・九九を使って計算できることを復習する。
・具体物を使って、問題場面を視覚化し、立式の見通しをもたせる。

・被除数を14とし、割り切れない場合の除法と既習の除法との相違点や共通点を話し合わせることから、めあてを決定できるようにする。

	２．余りのある除法の計算の仕方を考える。
同じ数ずつ分けられないわり算の計算の仕方はどうすればいいのかな。



・前のわり算の時と同じ考え方をしよう。
・14-３＝11、11-３＝８、８-３＝５、
　５-３＝２
・３個ずつ配る図をかく。
・３×１、３×２・・とかけ算を使う。
	・解決の見通しをもつため、同じ数ずつ分ける「わり算」であることに着目させる。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は②⑥を必要に応じて提示する。
・評価★１
・評価★３

	３．考えを全体で交流する。
・ひき算の考え方。
・かけ算の考え方。
・絵や図を使った考え方。
◇数が大きくなっても使える考え方はどれだろう。
・かけ算
・14÷３＝４あまり２
	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の意見を引き出す。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は③④を必要に応じて提示する。
・余りの２という数字に着目させ、余りについて考えさせる。

・割り切れない除法も「÷」を使って立式し、計算できることを押さえる。
・評価★２

	４．まとめと振り返り
あまりがあるときもかけ算を使って計算できる。


①適用問題　計算問題27÷４など。
	・適用問題は、児童の状況によって問題数や内容を変えていく。
◎振り返りの視点：新しくわかったことについて考えたことや気付いたこと



第１時　習熟度別少人数指導・どんどんコース
◎本時の目標
	・余りのある除法についても乗法九九を使って答えを求められることに気付き、計算の仕方を考えることができる。



◎主な評価
技　問題に対して考えたことを絵や図、式などを使って表現することできる。(★１)
考　割り切れない場合の除法の計算の仕方について、既習事項を基に考えることができる。（★２）
主　割り切れない場合の除法の意味や計算の仕方について、既習の学習を生かして考えようとしている。
（★３）
◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK18]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．除法を振り返り、本時の課題を知り、めあてを決定する
・12÷３＝４
・15÷３＝５
ゼリーが１４こあります。１人に３こずつ分けます。何人に分けられるでしょう。


・14÷３＝？
	・除数が同じで、被除数が変わる問題を出題し、割り切れる除法を振り返る。

・被除数を１４とし、割り切れない場合の除法と既習の除法との相違点や共通点を話し合わせることから、めあてを決定できるようにする。

	２．余りのある除法の計算の仕方を考える。同じ数ずつ分けられないわり算の計算の仕方はどうすればいいのかな。




・前のわり算の時と同じ考え方をしよう。
・14-３＝11、11-３＝８、８-３＝５、
　５-３＝２
・３個ずつ配る図をかく。
・３×１、３×２・・とかけ算を使う。
	・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は②⑥を必要に応じて提示する。
・すぐに考えをかける児童には、絵や言葉などを使って一目でわかりやすい説明の仕方を考えるように促す。
・考えた理由をグループの友達に説明し、新しく考えたこと等をかき加えるよう促す。
・評価★１
・評価★３

	３．考えを全体で交流する。
・ひき算の考え方。
・かけ算の考え方・
・絵や図を使った考え方。
◇数が大きくなっても使える考え方はどれだろう。
・かけ算
・14÷３＝４あまり２
	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の意見を引き出す。
・絵や図、式などを使って簡潔に説明させる。
・児童の考えを肯定したり、児童に問い返したりすることで、児童が、既習事項や児童同士の意見を関連付けて考えられるよう促す。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は③④を必要に応じて提示する。
・余りの２という数字に着目させ、余りについて考えさせる。
・割り切れない除法も「÷」を使って立式し、計算できることを押さえる。
・評価★２

	４．まとめと振り返りあまりがあるときもかけ算を使って計算できる。



①適用問題　計算問題27÷４など。
	・適用問題は、児童の状況によって問題数を変えていく。
・◎振り返りの視点：新しく分かったことについて考えたことや気付いたこと



第２時　一斉指導
◎本時の目標
	・余りの大きさは、除数よりも小さくなることを理解する。




◎主な評価
　技　問題に対して考えたことを絵や図、式などを使って表現することできる。(★１)
　知　余りの大きさは、除数よりも小さくなることを理解している。(★２)
◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK19]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．前時を振り返り、本時の課題を知り、めあてを決定する
・11÷３＝３あまり２
あめが13こあります。１ふくろに４こずつ入れると、何ふくろできて、何こあまりますか。



・13÷４＝３あまり１
・13÷４＝２あまり５
	・余りのある除法を振り返る際、九九を使って計算することで答えが求められることを確認する。

・具体物を使って、問題場面を視覚化し、立式の見通しをもたせる。
・13÷４＝２あまり５については、指導者から提示する。
・二つの考え方の違いを考えることから、余りの大きさに着目させ、めあてを決定する。

	２．わる数と余りの大きさの関係を考える。あまりにはどんなひみつがあるだろう。



◇１３以外のときは、あまりはどうなるのか、□÷４の数字の□にいろいろな数字を入れて調べてみよう。気付いたことをノートに書きましょう。
・14÷４＝３あまり２
・15÷４＝３あまり３
・16÷４＝４
[bookmark: _GoBack]・17÷４＝４あまり１
	・個々の状況を見取り、必要であれば具体物を配付する。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は①⑥を必要に応じて提示する。
・評価★１
・学び合い場面で問い返すため、児童がどの点でつまずいているか把握する。
・考えた理由をグループの友達に説明し、新しく考えたこと等をかき加えるよう促す。

	３．考えを全体で交流する。
・余りが１ずつ増えている。(被除数が１ずつ増えている場合)
・余りが０から３の繰り返しになっている。(被除数が１ずつ増えている場合)
・余りは、わる数より小さくなっている。

	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の意見を引き出す。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は①④を必要に応じて提示する。
・□÷４の□に数字を入れて、規則性を見つけられるようにする。その際、「１４÷４＝３あまり２」「１５÷４＝３あまり３」をカードにし、整理しながら黒板に貼っていく。

	４．まとめと振り返りわり算のあまりは、わる数よりも小さくなる。



①適用問題　計算問題７÷２など。
②適用問題　文章問題60÷８
③適用問題　12÷５など除数が４以外でも同じことが使えるか考える。
	・適用問題は、児童の状況によって問題数を変えていく。適用問題①は全員。②③は、①が終わった児童から取り組む。
◎振り返りの視点：友達の考え自分の考えを比べて考えたことや気付いたこと 
・評価★２




第３時　習熟度別少人数指導・しっかりコース
◎本時の目標
	・余りのある等分除においても、乗法の逆算とみることができることに気付き、計算の仕方を考えることができる。



　◎主な評価
　考　割り切れない場合の除法の計算の仕方について、既習事項を基に考えることができる。（★１）
知　等分除の答えは、乗法九九を用いて求められることを理解している。(★２)

◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK20]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定する。花のたねが16こあります。３人で同じ数ずつ分けると、1人分は何こになって、何こあまりますか。


	・具体物を使って、問題場面を視覚化する。

	２．1人分に分ける方法を考える。１人分の数を求める計算の仕方はどうすればいいのかな。




・ひき算が使えそう。
・16－３＝13、13－３＝10、10－３＝７
　７－３＝４、４－３＝１
・３人に順番に配る絵図をかく。
・１×３、２×３とかけ算を使う。
・○を配列した図(アレイ図)で考える。
	・解決の見通しをもつため、一人分の数に着目させる。
・個々の状況を見取り、必要であれば具体物を配付する。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は②⑥を必要に応じて提示する。
・評価★１

	３．考えを全体で交流する。
・かけ算の考え方。
・ひき算の考え方。
・絵や図を使った考え方。
◇数が大きくなっても使える考え方はどれだろう。
	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の意見を引き出す。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は⑤を必要に応じて提示する。


	４．まとめと振り返り・あまりのあるわり算でも、１人分を求めるわり算も、かけ算を使って計算することができる。




①適用問題　文章問題54÷８
②適用問題　文章問題24÷９
	・適用問題数は児童の様子を見て変更する。
◎振り返りの視点：既習事項と比べて考えたこと
・評価★２







第３時　習熟度別少人数指導・どんどんコース
◎本時の目標
	・余りのある等分除においても、乗法の逆算とみることができることに気付き、計算の仕方を考えることができる。



◎主な評価
　考　割り切れない場合の除法の計算の仕方について、既習事項を基に考えることができる。（★１）
知　等分除の答えは、乗法九九を用いて求められることを理解している。(★２)

◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK21]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定する。花のたねが16こあります。３人で同じ数ずつ分けると、1人分は何こになって、何こあまりますか。


	・前の単元である「わり算」を基に、1人分を求めることに着目することから、めあてを決定する。

	２．1人分に分ける方法を考える。１人分の数を求める計算の仕方はどうすればいいのかな。




・16÷３＝５あまり１
・１×３、２×３とかけ算を使う。
・16－３＝13、13－３＝10、10－３＝７
　７－３＝４、４－３＝１
・３人に順番に配る絵図をかく。
・○を配列した図(アレイ図)で考える。
	・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は②③⑥を必要に応じて提示する。
・すぐに考えを書ける児童には、絵や言葉などを使って一目でわかりやすい説明の仕方を考えるよう指示する。
・評価★１
・考えた理由をグループの友達に説明し、新しく考えたこと等をかき加えるよう促す。

	３．考えを全体で交流する。
・かけ算の考え方。
・ひき算の考え方。
・絵や図を使った考え方。
◇数が大きくなっても使える考え方はどれだろう。
	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の意見を引き出す。
・児童の考えを肯定したり、児童に問い返したりすることで、児童が、既習事項や児童同士の意見を関連付けて考えられるようにする。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は⑤を必要に応じて提示する。

	４．まとめと振り返り
・あまりのあるわり算でも、１人分を求めるわり算も、かけ算を使って計算することができる。



①適用問題　文章問題54÷８
②適用問題　文章問題24÷９
	・適用問題後、余りのある等分除の問題づくりに取り組ませる。
◎振り返りの視点：既習事項と比べて考えたこと
・評価★２




第４時　一斉指導
◎本時の目標
	・計算に関して成り立つ性質を理解して、活用することができる。




◎主な評価
考　絵や図、式などを使って、説明することができる。(★１)
　技　計算に関して成り立つ性質を活用して、計算の確かめをすることができる。(★２)

◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK22]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定する
色紙が〇まいあります。３人に６まいずつ分けると、５まいあまりました。色紙は何まいあったでしょう。




	・具体物を使って、問題場面を視覚化し、立式の見通しをもたせる。


・色紙の全体数を求めることからめあてを決定する。

	２．全体数の求め方を考える。
全部の数を求めるには、どうすればいいのだろう。



・具体物を使う。
・絵や図をかいて考える。
・６×３＝18、18＋５＝23
	・個々の状況を見取り、必要であれば具体物を配付する。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は②③⑥を必要に応じて提示する。
・学び合い場面で問い返すため、児童がどの点でつまずいているか把握する。


	３．考えを全体で交流する。
・具体物を使う。
・絵や図をかいて考える。
・６×３＝18、18＋５＝23
・1人分の数と人数をかけ算して、余りを足すと全部の数になる。

◇どんな余りのあるわり算の計算でも使うことができるかな。
①適用問題　計算問題35÷４＝８あまり３など、計算の答えを確かめる。
	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の多様な意見を引き出し、確かめの式と関連付けて考えるようにする。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は①④を必要に応じて提示する。
・「除数×商＋余り」という計算から、余りのある除法の計算の答えを確かめることができることに気付かせる。その際、「わる数」「わられる数」「商」の言葉を問題文に照らし合わせ整理する。
・余りのある除法の計算に取り組ませ、どの場合でもこの性質が成り立つことを確かめさせる。
・評価★１

	４．まとめと振り返りわる数×商＋あまり＝わられる数で答えを確かめることができる。




②適用問題　文章問題60÷８
	・適用問題は、児童の状況によって問題数を変えていく。適用問題①は全員。②は、①が終わった児童から取り組む。
◎振り返りの視点：新しくわかったことについて考えたことや気付いたこと
・評価★２




第５時　習熟度別少人数指導・しっかりコース
◎本時の目標
	・答えは、余りも一つ分として捉え、商＋１であることを理解する。




◎主な評価
技　問題に対して考えたことを絵や図、式などを使って表現することができる。(★１)
　知　問題場面に応じて、余りや商の処理の仕方を理解している。(★２)

◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK23]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定するケーキが23こあります。１箱に４このケーキを入れていきます。全部のケーキを入れるには、箱は何箱あればよいでしょう。





・23÷４＝５あまり３　　５箱
・23÷４＝５あまり３　　６箱
	・具体物を使って、問題場面を視覚化し、立式の見通しをもたせる。
・あまりの数をどのように処理するのかを話し合わせることから、めあてを決定できるようにする。

	２．余りのある除法の計算の仕方を考える。あまりはどのようにしたらいいのかな。



・４個ずつ配る図をかく。
・４×１、４×２・・とかけ算を使う。
・○を配列した図(アレイ図)で考える。
	・解決の見通しをもつため、必要に応じて図を用いる等の考え方を提示する。
・個々の状況を見取り、必要であれば具体物を配付する。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は②③⑥を必要に応じて提示する。
・評価★１

	３．考えを全体で交流する。
・４×５＝20あまり３、４×６＝24だと23個より多いから６箱。
・４×５＝20あまり３だから、５箱。
・〇〇〇〇　〇〇〇〇　〇〇〇〇　〇〇〇〇
　〇〇〇〇　〇〇〇
・全部入れるから、あまりも箱に入れる。
・１箱に４個入れるから、余りの３は入れない。
	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の意見を引き出す。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は①を必要に応じて提示する。
・余りが３個であるが、問題文で「１箱に４個」と示されているため、「５箱」と考える児童が想定される。そのため、「全部のケーキ」という言葉に着目させ、余りについて考えさせる。

	４．まとめと振り返り
全部の数が必要なときは、答えは、あまりも一つ分として数える。



①適用問題　文章問題　35÷４
②適用問題　文章問題　78÷８
	・適用問題は、児童の状況によって問題数を変えていく。
◎振り返りの視点：既習事項と比べて考えたこと
・評価★２




第５時　習熟度別少人数指導・どんどんコース
◎本時の目標
	・答えは、余りも一つ分として捉え、商＋１であることを理解する。




◎主な評価
考　絵や図、式などを使って、説明することができる。(★１)
　知　問題場面に応じて、余りや商の処理の仕方を理解している。(★２)

◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。また、しっかりコースとどんどんコースの学習活動の違いを　　　で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK24]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定するケーキが23こあります。１箱に４このケーキを入れていきます。全部のケーキを入れるには、箱は何箱あればよいでしょう。





・23÷４＝５あまり２　　５箱
・23÷４＝５あまり２　　６箱
	・余りの数をどのように処理するのかを話し合わせることから、めあてを決定できるようにする。

	２．余りのある除法の計算の仕方を考える。あまりはどのようにしたらいいのかな。



・４個ずつ配る図をかく。
・４×１、４×２・・とかけ算を使う。
	・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は②⑥を必要に応じて提示する。
・すぐに考えを書ける児童には、絵や言葉などを使って一目でわかりやすい説明の仕方を考えるよう指示する。

	３．考えを全体で交流する。
・４×５＝20あまり３、４×６＝24だと23個より多いから６箱。
・４×５＝20あまり３だから、５箱。
・〇〇〇〇　〇〇〇〇　〇〇〇〇　〇〇〇〇
　〇〇〇〇　〇〇〇
・全部入れるから、あまりも箱に入れる。
	・児童の考えを肯定したり、児童に問い返したりすることで、児童が、既習事項や児童同士の意見を関連付けて考えられるようにする。
・絵や図、式などを使って、根拠を基に簡潔に説明できるようにする。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は①を必要に応じて提示する。
・「全部のケーキ」という言葉に着目させ、余りについて考えさせる。
・評価★１

	４．まとめと振り返り
全部の数が必要なときは、答えは、あまりも一つ分として数える。




①適用問題　文章問題　35÷４
②適用問題　文章問題　78÷８
③発展問題
	・発展問題として、自分たちの学級の場合に置き換えて、日頃の生活に使えないか考えて問題づくりに取り組ませる。
◎振り返りの視点：既習事項と比べて考えたこと
・評価★２



第６時　習熟度別少人数指導・しっかりコース
◎本時の目標
	・答えは、余りを含まず商をそのまま答えとすることを理解する。




◎主な評価
技　問題に対して考えたことを絵や図、式などを使って表現することができる。(★１)
　知　問題場面に応じて、余りや商の処理の仕方を理解している。(★２)

◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK25]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定するバラが30本あります。このバラを４本ずつたばにして、花たばを作ります。４本ずつの花たばはいくつできますか。





・30÷４＝７あまり２　　７たば
・30÷４＝７あまり２　　８たば
	・具体物を使って、問題場面を視覚化し、立式の見通しをもたせる。
・余りの数をどのように処理するのかを話し合わせることから、めあてを決定できるようにする。

	２．余りのある除法の計算の仕方を考える。
あまりはどのようにしたらいいのかな。


・４個ずつ束にした図をかく。
・４×１、４×２・・とかけ算を使う。

	・解決の見通しをもつため、必要に応じて図を用いる等の考え方を提示する。
・個々の状況を見取り、必要であれば具体物を配付する。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は⑥を必要に応じて提示する。
・評価★１

	３．考えを全体で交流する。
・全部で30本だから、４×７＝28だと２本余る。４本の束にできないから余りは入れないので、７束。
・余りが２本しかないから束にできない。
・〇〇〇〇　〇〇〇〇　〇〇〇〇　〇〇〇〇
　〇〇〇〇　〇〇〇〇　〇〇〇〇　〇〇
・昨日と違って、４本で１セットだから、２本で束は作れない。だから７束。
・全部入れるから８束。
	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の意見を引き出す。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は③を必要に応じて提示する。
・「４本で１束」であることに着目させ、余りは商に含まないことに気付かせる。
・評価★２

	４．まとめと振り返り
全部の数が必要ないときは、あまりは、そのままにして答える。



①適用問題　文章問題　26÷４
②適用問題　文章問題　28÷３
	・前時と比較して、余りの処理について、商に足したり、そのままにしたりして答えることを確認する。
・適用問題は、児童の状況によって問題数を変えていく。
◎振り返りの視点：前時の学習と比べて考えたこと
・評価★３



第６時　習熟度別少人数指導・どんどんコース
◎本時の目標
	・答えは、余りを含まず商をそのまま答えとすることを理解する。




◎主な評価
考　絵や図、式などを使って、説明することができる。(★１)
　知　問題場面に応じて、余りや商の処理の仕方を理解している。(★２)

◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。また、しっかりコースとどんどんコースの学習活動の違いを　　　で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK26]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定するバラが30本あります。このバラを４本ずつたばにして、花たばを作ります。４本ずつの花たばはいくつできますか。





・30÷４＝７あまり２　　７たば
・30÷４＝７あまり２　　８たば
	・具体物を使って、問題場面を視覚化し、立式の見通しをもたせる。
・余りの数をどのように処理するのかを話し合わせることから、めあてを決定できるようにする。

	２．余りのある除法の計算の仕方を考える。
あまりはどのようにしたらいいのかな。


・４個ずつ束にした図をかく。
・４×１、４×２・・とかけ算を使う。
	・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は②を必要に応じて提示する。
・すぐに考えを書ける児童には、絵や言葉などを使って一目でわかりやすい説明の仕方を考えるよう指示する。
・評価★１

	３．考えを全体で交流する。
・全部で30本だから、４×７＝28だと２本余る。４本の束にできないから余りは入れないので、７束。
・余りが２本しかないから束にできない。
・〇〇〇〇　〇〇〇〇　〇〇〇〇　〇〇〇〇
　〇〇〇〇　〇〇〇〇　〇〇〇〇　〇〇
・昨日と違って、４本で１セットだから、２本で束は作れない。だから７束。
	・児童の考えを肯定したり、児童に問い返したりすることで、児童が、既習事項や児童同士の意見を関連付けて考えられるようにする。
・絵や図、式などを使って根拠を基に簡潔に説明できるようにする。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は①を必要に応じて提示する。
・「４本で１束」であることに着目させ、余りは商に含まないことに気付かせる。
・評価★２

	４．まとめと振り返り
全部の数が必要ないときは、あまりは、そのままにして答える。




①適用問題　文章問題　26÷４
②適用問題　文章問題　28÷３
③発展問題
	・前時と比較して、余りの処理について、商に足したり、そのままにしたりして答えることを確認する。
・発展問題として、自分たちの学級の場合に置き換えて、日頃の生活に使えないか考えて問題づくりに取り組む。
◎振り返りの視点：前時の学習と比べて考えたこと
・評価★３
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